
三

11 

P15 

県では、 動物の適正飼養について啓発を推進するとともに、 災害発生時における動物に
よる人への危害を防止し、 動物愛護の観点から、 市町および関係団体等と連携し、 逸走し
た動物の保護および飼養者への必要な支援等を行います。

1 . 平常時

(1)飼い主への啓発

ペットの適正な飼育や災害時の備え等について飼い主への啓発を推進します。

-:• 犬の場合-:•
懐い犬登録や年1回狂犬病＿予防接種を実施すること
・［鑑柘と

―

注
―

射済票
―

の
―

装鼈が義務付けられていること

(2)市町の取り組み状況の把握

市町のペット同行避難の取り組み状況の把握に努め、 必要に応じ指導助言
を行います。

(3)関係機関との情報交換

災害時に備え、 関係機関等と災害対応にかかる情報交換等を行います。

2. 災害発生時

災害時には、 飼い主不明または負傷した動物が発生すると同時に、 被災者とともに避難
所に避難してくるペットが多数生じ、 これらに係る問顆が予想されます。

このため、 逸走した動物による人への危害防止および動物愛護の観点から、 市町および
関係機関等と連携し、 これらの動物の保護および飼養者への必要な支援等を行います。

(1)滋賀県動物救護本部の設置

ア． 県生活衛生課と滋賀県動物保護管理センタ ー で滋賀県動物救護本部を設置。
イ． 災害時における被災動物救護活動に関する協定によリ、 県と公益社団法人

滋賀県獣医師会で甑災動物救護本部※を設置。
ウ． 県関係部局、 国、 他自治体、 一般財団法人ペット災害対策推進協会※Cl日：全

国緊急災害時動物救援本部）等との連絡調整および支援要請。
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※被災動物救護本部の活動内容

·被災動物救護本部の設置および運営管理

（ 一財）ペット災害対策推進協会やペットフ ー ドメ ー カ ー、 医薬品メ ー カ ー

への支援要請や義援金・救援物資の受付．管理などを行います。

•所有者不明の被災動物の応急処置

滋賀県動物保護管理センタ ーに収容された、 飼い主不明の負傷犬猫の治療を

行います。

• その他、 「災害時における被災動物救護活動に関する協定書」第3条第3項に基

づいて、 必要な業務を協議します。

※（一財）ペット災害対策推進協会の活動内容

·被災ペット等の救護活動に資するための予防対策

・現地動物救護本部等が行う被災ペット等の救護に対する支援

(2)被災地域における動物の保護

県は、 飼い主不明または負傷した犬およびねこの保護および収容を行うとともに、

犬による危害の発生を防止するよう努めます。

また、 関係機関と連携し、 収容した負傷動物の救急活動に努めます。

(3)避難所におけるペットの適正な飼養助言

県は、 避難所を設置する市町から要請があった場合は、 被災者とともに避難したペッ

トが適切に飼養されるよう、 指導および助言等の協力を行うとともに、 次のことを実施

します。

ア． 避難所等ヘペットに関する必要な物資の提供。

イ． 必要に応じ、 被災者の愛玩動物の一時保管の支援。

ゥ． 被災者へ動物救護に関する情報提供。
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